
マヌス海盆パックマヌスサイトの熱水噴出孔生物群集

―BIOACCESS Cruise ‘96 1n the Manus Basin 航海結果－

橘本　 惇＊1　太田　 秀*2 Jean-Marie AUZENDE*3

ＡｌｉｎｅＦＩＡＩＡ･MEDIONI*'1　BIOACCESS Cruise '96 乗船研究者゛5

Hydrothermal  vent communities

in  the PACMANUS  site, Manus  Basin.

-Results of the BIOACCESS  Cruise

4 96 in the Manus  Basin-

Jim  HASHIMOTO  *c Suguui  OHTA*'  Jean-Marie  AUZENDE*8

AJine FIALA-M1SDIONI*8  Participants of the BIOACCESS  Crui$e '96*10

In  1996,  the Shivkat  2000/DoIphiu  3K/Natsushma  cruise, named  BIO  ACCESS  cruise *96, was

conducted  to clarify biological, geological  and  geochemical  characteristic of the hydrothcnnal

vent  system  and  associated  biological communities  in ihe Manus  Basin, During  the cruise, fifteen

dives  with  the  "Shinkai  2000"  (seven  dives  at the  PACMANUS  site and  eight  dives  at the

DESMOS  site) and  one  dive with  the ROV  "Dolphin  3K"  wej e realized with fruitful results.

Regarding  the vent  fauna  at the  PACMANUS  Site, polynoid  polyeheates  and  paralvjnellid

polychates  mhabitet  at ihe lop of the active chimneys,  and  provanntd  gastroi>ods belonging  to the

geneva  Aiviniconctta and  Ifrcmcria  were  obseived  in the  center  pail of diffuse vents  situated at
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the  base  of (he chimneys.  These  distributional characteristics ai*e similar to lliose at Uie VIENNA

WOODS  Site in ihe Manus  Basin, but  arc apparently  different from  those  at the DESMOS  Site.

Keywords:  Ma nus Basin, PACMANUS  Site, hydrolhormal vent community. vesihnemifera.

provannid gastropod, dccp-sca inusse)

１、 は じ め に

南 西 太 平 洋 に お け る 熱 水 喰 川 孔 生 物 群 象 は ， マ リ ア ナ

ト ラ フ（Okll 朏ｆｉｌ ｄＯｈ 甌1988;1k･ ｌｉｅｒａｎｄｌｊ）ｎｓｄａｌｅ,1991 ），

北 フ ィ ジ ー 海 盆 （橋 本 ほ か,19 劔;Jo ⅢｖelEf ｓ£,1989 ）， ラ ウ

海 盆 （Desbmy ｅrｅｓgf ㎡｡｡1994 ） か ら 報;li･さ れ て い る 。 艇 に ，

パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア の マ ヌ ス 海 盆 に お け る 熱 水 活 動 と そ れ

に 伴 う 生 物 群 集 に つ い て も ， 蒙 告 さ れ て い る （Ａｕｏ ｎ（le・1

㎡｡1996b; Ｇａｎｌｏｄ ａｌ.,1997 ）。 し か し ， 屁 來 の マ ヌ ス 海 盆 の

調 査II 的 は 地 形 学 的 。 地 質 学 的 。 地 球 化 学 的 調 査 で あ り ，

熱 水 噴 出 孔 生 物 群 集 の 分 布 や 乍 態 な ど 生 物 学 的 情 轍 は 限 ら

れ て い る 。 ま た ， マ ヌ ス 海 盆 は マ リ ア ナ ト ラ フ と 北 フ ４ ジ

一 海 忿 の ほ ぽ･111:ljに 位 置 し て お り ， マ ヌ ス 海 盆 の 熱 水 噴111

孔 生 物 群 集 の 調 査 は 生 物 地 理 学 的 研 究 の 観 点 か ら 皿 要 と 考

え ら れ た 。

そ こ で ，1996 年10 月 か ら1111 に か け て 潜 水 調 査 船 「 し

ん か い2000 」， 無 人 探 査 儕 「 ド ル フ ィ ン3K 」， 調 査 船 「 な

つ し ま」 に よ る 生 物 を1ｼ な 対 象 と し た 一連 の 調 査 航 海 を 実

施 し た 。 こ の 航 海 はBIQACCESS  (Biok･ｇ㎞1 1n ｖｅｓtｊｐ ｌｉｏｎ Of

Ａ Ｃｈｅｌ・icsynthetic Community: Ecological and Systematical

Sｕｒｖｅyj Cnli ｓｅ ｇ ｉと 名 付 け ら れ ，1511･| の 「 し ん か い2000 」

潜 航 調 礎 ，11111 の 「 ド ル フ ４ ン3K 」 潜 航 調 食 がlf わ れ た 。

ま た ， 本 航 海 に は ， 生 物･ 微 生 初 研 究 者 。 地 球 化 学 研 究

名･， 地 貿 学 研 究 者 が 参 加 し ， 熱 水Ilnll 冐L 生 物 群 集 榊 成 生

物 の 採 集 と,li ●1 な 分 布 や 唯 態 の,kl 秡 。 パ ッ ク マ ヌ ス サ イ

1ヽ と デ ス モ ス サ イ ト の 生 物 辱 集 の 比 較 生 態 学 的 考 察 ， 硫

眞 化 学 合 成 代 澹 系 の 止 夕j!学 的 研 究 ， 熱 水 噴 川 現 象 の 地 球

化 伊 的･ 地 質 学 的 研 究 を|ﾐ な|| 的 と し てI 測 韲 が 進 め ら れ

た ， ぷ 棗;11･で は,  Jclll 他 に よ る デ ス モ ス サ イ ト の 熱 水II六

川 現 象 と 生 物 群 集 の 報;li （199? ） に 引 き 続 き ， パ ッ ク マ

ヌ ス サ イ ト に お け る 熱 水| 靼| 冐L 生 物 群 集 に| 覡 し て 得 ら れ

た 知 見 に っ い てlkl 秡 す る
っ

2. マヌス海盆パフクマヌスサイトにおける従来

の調査

現在．マ ヌス海盆の熱水噴川孔作.物俳災は．|淵ｌに示

すようCこ． バ ーyクマＸ ス 印Ａ(ｊ･MANIJSJ サイト，デス

モ ス ｑ)liSM(jS) サイト，ビエ ナウ･y ズ<  VII･･:nima

9２

Ｗ００ＤＳ) サ イ ト と 呼ば れ る 水 深1.6{}Om ～2.500m 海 域

か ら 懽;li･さ れ て い る( Ｂｏｌｈ et  al.. 1986; Ｔｕlaｒ. 1990;

Ｂｉｎｎｓ and Scott. 1993; Lisksyn et ㎡.1993; Ｂｉｎｎｓ lf al..

重994;A1 】次ｎ向 ε1,㎡1996a; Ａｕzｅｎｄｅ ct aU  1995b:  Gamo

ｅｌａｌ..199?) ． こ れら の内 ， パ ック マ ヌ ス号 イトは ，1991

年 に パプ アニ ュ ー ギニ ア， オー ス トラ リア 及 びカ ナ ダの

研 究 グ ル ープ に よ り発 見 され ， 名付け ら れ た 海域 で あ る

(Billnｓ alld Scott. 1993; Bkins ｄ al. 1995) ． パ ７ ク マ ヌ ス

サ イトは ， その 碵| 乙部に 高 さ豹50m ， 伽 約 数 μ ｍ の11 』形

も し く は 艮III 形 の 多 数 のfrill が 故 在 す る 水 深l,700 ～

2,2C》Om の 細 長い ポ ー ル リ フ ジの| 何東 部に 位iXI!し て い る ．

パ ックマ ヌ スサ イトの 熱 水 噴111現 象 は ． 卮ｲlﾓ す る2$ll| を

11:UJ る 南.|ﾋの 方 向 性 を 有 す る 断 層in い に 存 在 し て い る

(Ａｕｚｅｎｄｅ ｏＸ ａｌ.，1996a) ． パ ッ ク マ ヌ スサ イ ト では ，

Ｒｅｌｄ Ｄ. Field E ， FleldF と 称 さ れる３箇所 の 熱 水 活 動 が

デ ィ ー プ･ ト ウ に よ り 鱸 認 さ れ てい た(Bil, ｎｓEI α1.，

1991) ． そ し て.1995 年 に は ，ll 仏 国 際 具|･･l研 究 ‘"New

STARMKR" .11111111 の･ 司 と し て 実 施 され た｢ し ん かい

65( 》O) 潜 航I洶韲 行動(ManusFlux 航 海) が ， そ れ ら ３箇

所 の 熱水 活 偈域 に お い て 実施 さ れ た． そ の 結 米， 最 高 で

268 ℃ の 熱 水 を 激 し く 噴 川 す る 活 動 的 な チ ムニ ー か.

Field D ， Ｅ.F で 各 々 発 見 され，45 ｔ 程度 の 濫水 を 湧|IS

す る 噴 川 孔 がField D と Ｆ で 発 見 さ れ た( Ａｕｘel,de.

1996a) ． バ･ ンク マ ヌ スサ イ ト の 熱 水 は ， 氓金 属 に 富 み ，

石 気安||!冫;･貿 の 底 貿 を 反 映 し て ． カ リウ ム 濃 度 が 鳥 く ．

カ ル シウ ム濃 度 が 低 い と い う 特 徴 を 布 し( 能 生 ほ か.

1996; Gaino １１ ｓI･, 1997)，pH は4-2.5 と 懐;I?さ れ てい る

( ド 鳥 公紀 ほ か ，1997) ． パ ー・ ク マ ヌ ス サ イlヽの熱 水Ilmll

孔 生 物 群 集 も 罷Ｍ され ，･SIS に つ い ては 採 集 さ れ た が ．

腹 足類 ， シ ンカ イヒ バリ ガ ４ 類e ∂gX 匆 趨㎡j ∂jgｓ)， 短16

劃 ， 魚 類 か観 察 され た との 報;li( Ａｕｘｅｎｄｅ ，lal,.t Ｓ ６ａ)

が あ る の みで あ り， 分 布や 生 態 な どに 閔 す る 情 懐は 少な

い. 筆 矜ら が 提 供 を･２ け たManusFtux 航 海 で採 集 さ れ

た 唯物 リ ス1ヽを ぷ１に 示ｔ 、

JAMSTEC Ｊ． Ｄｅｅｐ Ｓｅａ Ｒｅｓ．，１４ Ｈ咄S ）



3. マヌス洶盆パックマヌスサイトにおける熱水

噴出孔生物群集

BIOACCGSS Cruise ’96で火施された「しんかい2000 」

潜航I剩韲によl】. Field D のlli西豹300m の地点で新しい

熱水活動峨を発見した。そこには，自色もしくは遥11jな

熱水を湧出させている高さ10m を越す100 本以上｡のチム

ニーが林１しており。 熱水のj,1辺には多くの生物が生息

していた。それらチ ムニーの先端部の多くは，ツクシの

様な形状をしているものか多く（町真I），その喞状から

新しい熱水活動域をツクシポイントと命名した。「しん

かい2000 」による潜航I飼査では，|圃２に示すField D ，

Held E 及びツクシポイントにおいて熱水哨11冐L生物膺

災の隧察，町真･ビデオ＆1趾，サンプリングを火施した。

以ドにパック７ ヌスサイ１の３箇所の生勧群集の分布を

巾心に記･liiする。

3.1　Field D

本 サ イト の 潜 航 剥 査で は.1995 年 に｢ し ん かい6500｣

が 観 察 し た も の と 川 じ と推 定 され る 人型 の チ ムニ ー 群が

糾 察 さ れ た． チ ムニ ー の高 さ は101n を 翩 え ， 碵部は 自色

で 多 く の ウ ロ コ ム シ類 が 観 察 され た。Field D のia 助 的

な チ ムニ ー尽 の 周 辺 で は ，ＭｏｎｌＢ]ａｎｃ Ｐｏｉｌｌｌ及 ぴKa  Kai

( パ プ アニ ュ ー ギ ニ ア 誦 で 食 料 マ ー ケ･ ，卜 を 意 味 す る)

Po1111 とtl 付 け ら れ た 熱 水 湧 川鮫 が 発 見 さ れ ，Ilnll 観 察

と サ ンプIJ ン グが 行 わ れ た．

Mont Blallc Point は ， 活 昜的 な チムニ ー 群の 東伽20 ～

30m で 罷 見 され た． こ の ポ イント の.|ﾋ創 に は ．七 も しく

は 北 東 か ら 南 も しく は 南西に 辿 な る 小 さなIJ ツ ジが 疋っ

て いる ． この 小 さな リ ッ ジの 西伽斜 面 では ． 眤底 ， 突状

淋;I;.1111 み ， 枕 状 溶7; が 繰 り 返 し 観 察 され ． 卜'.,W|fii に

は シ ンカ イヒ パ リ ガ イ煩 【Z3a向, 睥．贔 沁,s ｓl】.)や 腹 足 類

(種 不■PJ) の 死 政 が 多 く散 在 して い た． リ ッ ジに 沿,J て

バ ク テ リ ア マ･冫卜 や シ ン カ イヒ バリ ガ イ類･ ハ オIJ ム シ

類 の バ ッチが 数 多く 観 察 さ れ た ．り･ ，ジ１ 部 に は， 岩の

割 れ|| か ら 強 い “ゆ ら ぎ･I が 観 察 さ れ． そ のj･M辺 に は ，

ア ルピ ンガ イfii (Aivin･･rａｓd147 sp.). ヨ モ ツ ヘ グ ィニ ナ

Ufreti。。ria ｓl,.). カ サ ガ イ類 ．フ ジ ッボ蔔 ． オハ ラエ

ビ 煩 【Alvinocaris ｓl】j， ユ ノ/ヽナ ガニ 類( Ｂylhog12eidi, ｅ

gen. sp.). ゲ ン グ 罸魚 類<Zoai でklae sen. sp.) か 生 息 し

て い た｡Mom Blanc P ｕilllの 海 底 は， 比 較的ヽ|り1!で 堆 積

物 に 躅 く 哨 わ れ た暗 川 色の安||lyl も し くは 石 旻安||ly1 や

枕 状淋7; が 散 在 しておI}.j 岶･| 色 の 変 色域 や 熱 水のi劍||

孔 も 観 察 され た ．

強い ｀ゆら ぎ'I が,ぽめ らj1 る 小 さな1111j白で ． シン カ イ

JAMSTEC  J. Oe 町】Sea Ｒｅｓ｡14 gl!・s3

ヒ バ リ ガ イ鉛の 群生 場所 が 発 見され た． こ のシ ンカ イヒ

パリ ガ イ類 は板 状 硫化物 のきjれ|| や 角 縲 状 硫化物 の同 に

あ る堆 積 物 の･11に 半 ば111も れ てい た． また．そ のｌ 辺 に

は ハ オリ ムシftj (Ridged  sp.). ラ ウ シ ンカ イコ シオIJ エ

ビ{Muuidi ・ifisis lauet.㎡s ）. ゲ ング斟 魚 煩が多 数生 心し て

い た （写 真2 ）．

Kail｛ａｊＰｏｉｎｌは. チ ムニ ー訝の 南 東約100nl に 位 置する．

こ の地 点 では， 温 水ｉ 出孔 周 辺 にバ ク テリアマ ット が数

多 く 観 察 さ れ ． シ ンカ イヒ パ リ ガ イ&  (Bathym ・㎡・1 脚

sp.），rl 色 の 腹 足 類 （ａ 夕morkyt,･cii≪s sp.?）， ハ オリ ムシ

新 ，エ ボ シガ イ愬 りv㎡ ゆ,ｓｓp.） が 観 察 され採 集さ れた．

ハ オリ ム シ類は， 康心WW*  Escarp ・ 属 ，Za ｓ㎡励・chia

属 に 価 する３種 が|･･j所 的c 二生 息 してい た．こ の 地点では ．

強 い コ イル状 の 康心ｓ 属 ハ オリ ム シが 量的 に 最 も多 く，

次 いで テ ーパ ー のつ い た比 較 的短い 腿 竹 のｉｇａゆ・ 属 八

オリ ム シが 多い 傾向 を示 し た ．そし て ．棲 竹が 直隷 状 で

非 常に 長 く． 特 異的な 鰓 突 起を 有 す るLatwllii ゐｓ ａ,･ａ 属

ハ オ･J ム シ が 最も 少な い ．

Field D で は ， 表2. に 示 す イソ ギ ンチ ャク 煩 （2 種 ）．

多 毛 類 （14 種 ） ハ オ リ ム シ 頚 （4 插 ）， 腕 足 頚 （I 舁 ），

腹 足類 （16 租 ），1 枚 只蔔 （3 種 ）．エ ボシガ イ類 （1 秘 ），

コエピ 類 （I 秤 ）， 災jt!類 ｛1 種 ｝，・li! 煩 （1 裲 ）． ウ ニ

顫 （1 裃 ）， クモ ヒ ト デ佃 （1 種 ），魚 類 （1 種 ） が採 集さ

れ た．

3.2 Field E

L995 年に「 しんかい6500｣ によ り発兇 されたBlack

Smoker Poillt と呼ばれる活動的な熱水噴出城の他に． 今

lll】のI哨査で罷皿されJｕｖenile Poinl と名flけたia 水湖川地

点が存在する．このJuvenile ＰｏｉｎｌはBlack Smoker  Point

の|軻東約1001ｕに位置しており， 各々の勁物和は明 らか

に 咒なる。

Juvenile Poinlの22 ～2Sｔ の湧川温水の川勉は，完全4こ

シッカ イヒバリ ガイ劃で 疫われてお り．その簡l辺でWcl'l

色のバクテリアマ･y 卜，ハオり ムシ蛸(ylj卻ほs111叩
．
卯j).

ラウシンカイコ シオIJエピ． ゲング11･魚類．フ ジツボ頸

(＆ 加,．．虎s
瘠脚 汕肋ｉｏａ

。ｓｇ,．,i)が観察された( 町真3).

また． 温水湧川城の露;IMこは Ｍ･alゆｇs属のエボ シガイ順

が付着・.介していた{ 写真4}。

Black S1110kerpo1111の熱水猛勇は，j･･veiiilt* P・inlとは

異なl 】.16.111色の熟 水を勢い良 く噴川する卜 人なチ ムニ

ーll があり．そ の川辺にはIll様な 人きさの柵勃を 搾||･し

たチ ムニー鼎が作在している ．こ の｣●心で は．湧出する

熱水に よる“ゆらぎ" が 観察されるチ ムニ ーのＭ 部に最

９.‘j
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Species

衣 １ ManusFiux 航 海 の 採 集 生 物 リ ス ト と 採 集 サ イ ト

Ｔａｂｌｅ ｌ Ｃ Ｑｌｌｅｄ ｃｄ ｖｃｎｌｓｐｅｃｉｅｓ ａｎｄ ｓａｍ ｐｌｉｎｇ ｓile ｓoft ｈｅ Ｍ ａｎｕ ｓFl ｕｘ ｃrｕ 湎 、

Sampling sites

Vｉｅｎｎａ丶Woods site　PACMANUS site　DESMOS ｓitｅ

MOLLUSCA

Gastropoda

Lepetodrilidae gen. sp.

Aivfnicoac 力ａsp･

Ifreirrena  sp･

ARTHROPODA

Caridea

/丶Ｘｅｍａｌｏｃａｒｄｎｕｓsp･

Anomura

Ｍ ｕ㎡dopsis ぬiuensis

ECHINODERMATA

Ophiuroidea ｇｅｎ･ sp･

PISCES

Zoaj ℃idae  gen.  sp.

-

9５
JAMSTEC  J. Deep Ｓｅａ Res.. 14  (1!1!鴎

●:11ydn 汕en11;ll Villi coniiniutilifs



も分布密度が良い熱水眺川孔生物群襲が存在する。そこ

の共艇占穐はアルビンガイ煩とヨモツヘ グイニナ釧であ

り，その他に シン カイヒバリガ イ類， ハオリムシ類

{A  rcovestia ivanovi)｡ ラウシンカイコシオリェビが観察

されている。

Field Eでは， 表2. に示す多毛煩(7 種) ハオリムシ類

(1 種)，腹足類(8 種)， 二枚貝類(1 種)，エボシガイ類

(1種)，異尾観(1 棧)，短16類(1 紅)，ナマコ類(1 祉)，

魚類(1 種) が採集された。

3.3 TsukushiP ≪】int

今 回 の 「 し ん か い2000 」 潜 航 調 査 で 発 見 さ れ た 鳥 さ

10m を 超 す 巨 大 チ ム ニ ー 膺 の 先 端 部 か ら は ， 透 明 も し く

は 白 色 の 熱 水 か 湧 出 し て い る も の が 多 い ． 透I 劉 な 熱 水 を

加 出 す る チ ム ニ ー の 白 色 頂 部 に は ， イ ト エ ラ ゴ カ イ 類

(Paralvinella sp.) の 生 息 が 確 記 さ れ た （ 写 真5 ）． チ ム

ニ ー の 中 に は 暗 灰 色 の 熱 水 を 噴111 し て い る も の も 衂 察 さ

れ た が, ベ ン ド 至 近 に メ ガ ベ ン ト ス は 確 認 さ れ て い な い 。

lj 大 な チ ム ニ ー の 裾 部 に は ． 葭 い 堆 積 物 に 覆 わ れ た 石 災

安 山 岩 や ガ ラ ス 貿 を 含 む 枕 状 溶 岩 が 観 察 さ れ ， そj ｔ ら の

隙 川 や 剛 れ 日 か ら は 透 明 な 温 水 が 湧 出 し て い た ． ま た ，

高 さ 数ICcm の 小 型 チ ム ニ ー も 多 数 確 認 さ れ ， ほ と ん ど

の チ ム ニ ー か ら も 透 明 な 温 水 が 湧 山 し て い た ． 湯 水 翻111

孔 の「II心 部 に は ヨ モ ッ ヘ グ イ ニ ナ 類 ． ア ル ピ ン ガ イ 頓 な

ど 肌1足 煩 が 碵 密 允 填 状 恁 で 唯 息 し て お り ， そ れ ら 鉛 足 類

の 殼 の 衣Sli に は ４棧 の カ サ ガ イ 類 （ 召ａ向, ｇｃｓ ｓ ａ sp..

＆i,・ａｉｉ 加s ｓμLepetodrilidae gen. 叩p. ） が 付 着 生 息 し て い

た （町 真6 ）． 温 水 湧 川 孔 周 辺 に は ， 町 奥 ７に 示 す よ う な ユ

ノ ハ ナ ガ ニ 類 ， ツ ノ ナ シ オ ノ ラヽ エ ビ 類 （ 新 称:Rimica 地

印. ） の 他 ， ラ ウ シ ン カ イ コ シ オ リ ェ ピ 飢 ゲ ン グ 抖 魚 類 も

生 息 し て い た ． ま た ， 透11 』な 私i 水 を 湧 川 す る 小 型 チ ム ニ

ー の 缸l濡 衣1111 に は ， Ｂ（ａｎｃｈｉｎｏｌｏｇｌｕｍｉｎａｅ ｌｌｑ=μ ）ウ ロ コ

厶 シ 蔔 が 多 数 生 息 し て い た （町 真7 ）．

Tukushi poirlt で は ， 衣2. に 示 す イ ソ ギ ン チ ャ ク 類 ｛2

種 ｝． 多 毛 耆i （14 扣 ） ハ オIJ ム シ 煩 ｛4 扣 ｝， 腕 足 類 ｛1

種 ｝， ・ 麗 類C16 扣j ， ‘.枚 Ｕ 類 （3 裲 ）， エ ボ シ ガ イ 鯛

（| 棧j. コ エ ビ 煩 ｛1 扣 ｝． 凭j｛1煩 ｛1 種 ｝． 紅jti 煩 ｛1 扣 ｝．

ウ ニ 蔔r1 種l ， ク モ ヒ ト デ 類CI 種 ）， 魚 類 （| 扣 ） が 採

集 さ れ た..

４． お わりに

マヌ ス那岔の熱水噴川孔生鞠群 集は. Manus Sp ｒacling

(J!･111e｢４ＭＳ(T) の ビヱ ナウ ｙ ズサ イト，SlXｕlllE;･slern

Rin lSI{Rj のデ スモ スサイト及び パックマヌ スサイ|･ か

!磚

ら 佩;りされ てい る （B01h ，f al.,刪 逅;Tijfaｒ,19 ㈲;Lj ｓitｓyｎ

ｄａ£,1993; Binns and Scott. 1993; Binns  i ａ£,1995 ）．1995

年10 ～11 月 の ＭａｎｕsFlｕｘ 航 海 にお い て 「し ん かい6500 」

潜 航 調 査は こ れ ら ３つ の 海 域 で 実 施 さ れ た． そ の 結 米，

ピ エ ウ フ ズサ イ ト の|）H4 ～4.5 の 熱 水 は 中 央海 備 の熱 水

系 と類 似 し た 化 学 的性 貿を 持 ち， パ ッ ク マ ヌ スサ イト の

pH2.5 以 下 の 熱水 はFe,  Mn,  Zn な ど 重 金 属 や 全 炭隈 の

濃 度が 高い とい う特 徴 を持 ち ． デ スモ スサ イト の 最 鳥温

度120 ℃ の 熱 水は ，低pH  (2.1), 高 い Ｈ２Ｓ濃 度 （8.９ｍＭ ），

品 いS04 濃 皮 ｛32.８ｍＭ ｝ を 示 す マ グ マの 影 響 を 極 め て

強 く受 け た芻 災な 熱 水 であ る とい う 興味 深 い 発 見 がな さ

れ てい る （術 生 ほ か ，1996; Gamo ，1aj.，1997;ｲi 橈 ほ か ，

1997; 下 島 ほ か,1997 ）．

パ ッ ク マヌ スの 熱 水 は ビエ ナウ･ｙ ズの も のに 比 べ Ｋ 濃

度 が 高 く，Ｃａ濃 度 が低 い と い う 化 学 的 特 性 が あ る （蒲

生ほ か.  1996; Gamo ，1al.,1997 ） に もか か わら ず ． 透 明

な 簡水 がSi 川 し てい る 活 動 的 な チ ムニ ー の 瓜部に は ウ ロ

コ ム シ類 や イ トヱ ラ ゴ カ イ類 が 生心 し ， そ れ ら チ ムニ ー

の 裾 部のiM 水 も しくは 熱 水 湧 川 孔川 辺 には 鰓 に 化 今 介成

雌|llをJt 生 さ せ てい る ヨモ ツ ヘ グ イニ ナ煩 や ア ルピ ンガ

イ煩 が 生 息 す る とい う同 楳な/11 匏 組 成 や 分 布 の林 徹 を有

し てい る ． し か しな が ら ， デ スモ スサ イト の 熱水 噴 川孔

生 物 屏IS の 化 学 介成細 閥をJ!yIE さ せ て いる 共 優占ｔ 物 は

シ ロウ リ ガ イ類 （Ｃａ!yμ ７ｇａ ａ ｓp.） と ３種 の ハ オIJ ム シ

煩 （/1,－ ｌ㎡ig j ｓ ｌ・㎡, ａ ｇ ゆ鈿 ｓp-. Ridgea ｓｐ.） であ り

（太 川 ほ か ，1997 ）， ピ エ ナ ウ ッ ズや パ ック マ ヌ スのjll物

胖 集 とは11j ら か に 異な る ．こ こ で留 意 すべ きこ とは ， パ

ック マ ヌ スサ イ トと デ スモ スサ イ トはJ4 にSouth  Eastern

・n （ＳＥＲ）| しに 位illし14 サ イ ト の距 離 は 約22km で あ り，

ピ エ ナウ･ ，ズと パ ック７ ヌ ス との 距 離は 約165knl で あ る

こ と であ る ． こ の こ とはllj内 太ヽr洋 に お ける 熱 水噴II¶孔

生 物 群 集 の 唯物 の種 形 成 ， 伝猫 や 拡 散 をI矚べ 明 らか に す

るr. でJI;宙 に 良 い モデ ル とな る 鳩 が 得 ら れ た こ とを 意 味

す る ．

我 々 は，i･II絢1 ヽラ フ（ 太|||,1990; Ｈｉｓllimolo ei ㎡.1995 ），

伊･Z･ 小 笠 原 海城 ｛橋 本ほ か，1988; 矯 本･ 藤 介.a992 ｝， マ

リ ア ナ 海 域 （Ok ｕlalli alld O  111a.1988: Ｈｅｓｓler and

ljjllsdale,1991; 藤 介ほ か,IS7 ）， マ ヌ ス海 忿 （Aalxellde 11

㎡.1996a; Ｇａｍｏｅｌ㎡..1997; 太ljlほ か.1997 ）. ラ ウ 海 盆

Ｕ）ｅｓl）111yirｃｓ lf㎡.，1994 ｝. 鹿 児 鵬 湾 【Hasl 】imol。11 ㎡.，

1993:Mi ｕllgl ㎡.1997 ） な ど 叫大 ず洋 にお け る 熱 水噴||¶孔

唯 物
・ 妲に 閔す

る情 報を 得 るこ と かで き た ，西λ ヽ|り μ こ

おけ る熱 水 噴川 孔 生物 醪q! は ． 水･|’的 に 数|･km か ら 数

「･km の 範 圓 に ． 水 深 では80111 か ら3.6 Ⅲ1111ま で の 範lXlに

JAMSTEC  J. Deep Ｓｅ● Res., 14  < l!i絽｝



Species

表 ２ バ ッ タマ ヌ ス 兮 イ ト の 採 処 生 物 リ ス ト と 採 集 ポ イ ン ト

Ｔａｂｌｃ ２ Collcclcd ｖｅｎｌ spぞｃｉｅs ａｎｄｓamplingl)oinl ｓａｌｌｈｅＰＡＣ Ｍ ＡＮＩＪｇ Ｘsile.

-- ■㎜ ㎜■■㎜㎜ ㎜-¶■-･|･　 ・ ■Ｉ'　　　●-・ ●皿７

CNIDARIA

Ａ ｎtho ｚｏ ａ? type-1

Ａ ｎtho ｚoa? type-2

Ａ ｎtho ｚｏａ? type-3

POLYCHAETA

戸αj-iぬ11 ε/111sp･

/11り'f' 川 μilidicoia  sp･

£
■epida

夕wtopodus  sp･

θ μjf ＆Jyj 汕 尨, 仰Jjllj sp･

戸,IJ 詒 呎 Ｍxjfy ａ･sp･

Amphai ℃tidae gell. sp･

Ｎ ｅ 爬ididae gen. sp･

Capitellidae gen. sp･

TI て)ｃｈｏｃｈａｅtｉｄａｅ gen. ｓp･

Harmoihoinae gen. sp･

Hesiomdae gen. sp･

Spionidae gen. sl 〕.

Ｓ 翊･j(･y1111 。1, り1/,1,1 哨sp･

Sj ？1肌･hipi. め･11 哨･sp ，

Po)y ｎｏｉｄａｅｌｙpe-|

Potynoidaeiype-2

VESTIMENTIFERA

/1 癶･fjl ｘs･tin  i＼･α11m･j

£falj7 盾I ｓp･

む 脚le 朋 加 Ｍ ﾂﾞ11‘ぴsI).

尺j41 ぐ･w  &  p.

tentaculata

Ｂrachiol) ｏｄａ

MOLLUSCA

Gastropoda

＆| 嶢 丶冫laj 』,j＆lsp･

.勁 鈿1 ㎡1 ぎμ ａsp･

LePclodl･iJklae lype-|

Lepelodlilidae lype･2

Aivi 川･･'ewt･ ゐ,lsp･

//1‘a11 ｒlij sp･

戸ﾒ ｎｔjl 川･ り･11djll.,･sp･

亅AMSTEC  J. Deep Sea Res..  i< 41!Iｓ ｝

Sampling sites

Field Ｄ Field E



吶

Proi･aimt  sp･

Mcirgari 心sp･

Ｃy ｍａtiidae? or  Buccinidae?

ｕｎｉｄｅｎt16ed gastropoda

type-l

type-2

type-3

type-4

1ypc･5

type-6

lype-7

iype-8

1ype‘9

lype-10

Bivalvia

及1 吶μ 坩丿凶 。Jus  $p･

Ttayasiridae ｇｅｎ， sp･

unidentified bivalve

ＡＲＴＨＲＯＰ()Ｄ Ａ

Ｃｉriipcdia　　　　　　　　　　　｡

＆j(･ゐ& 別ｅyf11覘 乢ヽ･tthlai man μj･etisis

yV＆,/町珀ｊsp ，type-|

Caridea

尺切jlalnj･sp･

Anomura

Munidopxi: り{metis, ム･

Brachi ｕra

Bythograeidae gen. sp･

ECHINODERMATA

Echitioidea lype- Ｉ

Echinoidea type-2

Ophiuroidea lype･I

Ophiui･oidea type-2

Holothroidea type-1

Ｈｏ１０thrｏｉｄｃａ type-2

PISCES

Zoar ｃｉｄａｃ ｇｅｎ. sp･

JAMSTEC  J. Oeep Ｓｅａ Ｒｅｓ．．１４（自泗8 ）



広く分布している。BIOACCESS Cruise '96 で採 集され

た生物を使川した研究室での騨細な研究が進艇すれば、

|釘西太平洋のみならず叫太 ﾄヽ洋゙における熱水|叭出孔生物

昨集の比軟研究も111能となろう。
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